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▼

本川小学校平和資料館に
て、原爆投下後の学校や子ど
もたちの生活の様子につい
ての話を聞く生徒たち

　被爆体験者の梶本さんは
「忘れられた歴史は繰り返さ
れる」とおっしゃっていまし
た。平和な世の中に生まれた
からこそ、78年前に起きたこ
とを忘れず、多くの人に伝え
ることが大切だと思いまし
た。原子爆弾や戦争の恐ろし
さがない、平和な世界をつく
る必要性を改めて考えるこ
とができました。

　私は、実際に広島を訪れ
た事で、写真を見たり教科書
を読むだけでは分からない
事をたくさん学ぶことが出来
ました。「戦争をしてはいけな
い」という言葉が今も伝承さ
れているからこそ、私たちは
平和に生きられているのだと
思いました。繋いでもらった
平和な世界が続くよう、今度
は私が伝えていきたいです。

　今回私は広島に行くこと
で学校でも学べない様な戦
争の恐ろしさを知ることが
でき、今まで特に考えていな
かった平和が自らの意思に
なりました。これまでの私の
ように戦争についての理解
が浅い人にも今回学んだこ
とを伝え、少しでも平和をつ
くる力になれればいいなと
思います。

　私は、今回広島を訪問した
意味と命、平和の尊さを深く
考えました。78年前の広島で
一瞬にして夢を失った当時の
被爆者の方の最後の願いと
は「戦争が二度と起きないこ
と」だと私なりに捉えました。
平和への誓いをより正確にさ
まざまな繋がりを持った人々
に発信することが私に託され
た役目だと実感しました。

見越 文香さん本多 彩夏さん前田 桔子さん山﨑 愛奈さん
牛久第一
中学校

牛久第三
中学校

牛久第三
中学校

牛久第三
中学校

　当時の広島の人たちはい
つも通りの当たり前だった日
を突然壊されました。原爆
の投下によってたくさんの人
が亡くなり、その後の人生
も原爆とともにあって病気や
差別にとても苦しんだそうで
す。今の自分はとても幸せだ
ということ、命を大切にする
ことを忘れず生きていかな
ければいけないと思いました。

　私は、広島を訪問し戦争の
愚かさを感じ、二度と同じ惨
劇を繰り返してはいけないと
思いました。しかし、今でも
核兵器は無くならず、悲しい
歴史が繰り返される可能性
はあります。私は、見聞してき
たことを他者に伝えみんな
と平和な未来にするにはどう
したらよいのか、意見を交流
していきたいと思います。

　平和記念公園や平和資料
館、たくさんの慰霊碑には、
原爆犠牲者の冥福を祈ると
ともに、二度と戦争をしな
い、繰り返してはいけないと
いう広島の人々の思いが込
められていることがわかり
ました。78年前の8月6日の
惨劇を過去のことにせず、事
実と向き合い、未来へ繋ぐこ
とが大切だと思いました。

雜賀 紫音さん澤田 悠太郎さん福田 絢さん
牛久第一
中学校

牛久第一
中学校

牛久第一
中学校
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▼国立広島原爆死没者追
悼平和祈念館で行われた
被爆体験者・梶

かじもと

本淑
よ し こ

子さ
んの講話を聴講。

▼

ガイドさんの解説を聞きな
がら原爆ドーム・広島平和記
念公園を見学。

　私が今回の研修を終えて、
一番印象に残っているのは、
被爆者の方から講話をいた
だいた時のことです。78年
前の広島の悲劇、平和の大
切さ、原子爆弾の恐ろしさ
について知ることが出来ま
した。そして、平和について
考え、広島でどんなことが起
こったのかをみんなに知っ
てもらいたいと思いました。

　私は広島の訪問で特に印
象に残ったことは資料館に
展示されていた被爆後の日
常品の数々です。たった一発
の原爆で人々の命と当たり前
の日常が失われたことを知
り、戦争をしても誰も幸せに
なれないと思いました。この
ようなことが二度とくり返さ
れないように使節団として多
くの人に伝えていきたいです。

　私が今回、広島を訪問し、
原爆ドームを始めとした被爆
建造物を見て、戦争は２度と
してはいけない行為だと改め
て思いました。
　また、最近は戦争の事を詳
しく知らない人が増えている
と感じます。そのためにも、ま
ずは身近なところから戦争の
ことを伝えていく事が、私た
ちに出来る事だと思いました。

豊田 咲来さん渡邉 歌凛さん岡村 紗彩さん
下根

中学校
下根

中学校
牛久南
中学校

　私は平和使節団の活動を
通して当時の広島の様子を
学びました。また、戦争の恐
ろしさや平和の尊さを改め
て知ることができました。特
に、被爆体験者の梶本さんの
お話はとても印象に残りま
した。この経験を生かして学
んだことを伝えていき、戦争
のない平和な世界の実現に
貢献したいと思いました。

紫藤 千咲さん
下根

中学校

　僕は広島を訪問して、平和
の大切さを知りました。被爆
体験者の方の話を聞いて、戦
争の悲惨さを知ることがで
きました。また、原爆ドーム
や平和資料館を見て、原爆の
恐ろしさを感じました。これ
から、被爆体験者の皆さんが
言っていた命を大切にする
ことを、忘れずに生きていこ
うと思います。

　私は平和使節団の訪問で、
戦争の恐ろしさと平和の大
切さを改めて学ぶことがで
きました。戦争が引き起こす
悲惨さから、決して目をそら
してはならないのだと感じ
ました。繰り返してはならな
い、という被爆者の方々の思
いを私たちの行動で繋いで
いき、平和が生み出す幸せな
社会を創っていきたいです。

　今回広島を訪問して、改め
て平和の大切さを知ること
ができました。実際に原爆
ドームや当時の資料を見て
原爆の悲惨さを学べました。
今後、学んだことを身近な人
に伝え、一人でも多くの人に
知ってほしいです。そして８
月６日の出来事が人々の記
憶からなくなることがない
ようにしていきたいです。

宮田 晴帆さん淺野 桜姫さん新海 綾さん
牛久南
中学校

ひたち野
うしく中学校

ひたち野
うしく中学校

　広島を訪問し、今の日常生
活が大変幸せであると気づ
かされました。そのため、「戦
争を繰り返してはいけない」
と強く思うことができまし
た。原爆について伝えるとい
う被爆体験者の行動を受け
継ぎ、広めていくべきだと思
います。日々の幸せを大切に
していきたいです。

　私は広島を訪問して、被爆
体験者の方々の話を聞き、戦
争の恐ろしさ、平和の尊さ、
命の大切さを改めて感じる
ことができました。そして、こ
のような悲劇を起こさない
ために、今回学んだことを少
しでも多くの人に伝え、平和
の大切さを知らせる事が私
たちの役目だと思いました。

　僕が広島を訪れ、印象に
残っていることは、実際に被
爆した方のお話です。被爆者
の高齢化が進み、語れる方が
少ない中、熱心に当時の様子
を語ってくださいました。お
話をうかがい、核兵器の使
用は二度と繰り返してはい
けないと思いました。今後
は、広島で学んだことを周囲
の人たちへ伝えていきます。

三吉 真実さん森下 祐貴さん秋葉 友希さん
ひたち野

うしく中学校
ひたち野

うしく中学校
おくの義務
教育学校

　僕が広島の訪問を通して
印象に残ったのは、核兵器の
悲惨さです。核兵器は、たっ
た一発で都市が一瞬で焼け
野原になり、多くの人々の命
を奪う力をもっています。こ
のことから、僕たちは、核兵
器の恐ろしさや戦争の悲惨
さを伝え、平和な世界を少し
ずつ実現していかなくては
いけないと思いました。

阿部 景虎さん
おくの義務
教育学校広
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